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災
害
の
備
え
を
し
て
い
ま
す
か
？5 月１２日開催「こたけボタカン駅伝大会」
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災害の備えをしていますか？
～家族と地域を守るために～

何しているのかな？
みんなで非常時持出品
の確認をしているよ！

　
大
雨
に
よ
る
災
害
は
、
６

月
か
ら
９
月
頃
ま
で
の
梅

雨
・
台
風
の
時
期
に
集
中
し

て
発
生
し
ま
す
。
災
害
に
よ

る
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め

に
は
、
自
分
の
身
を
守
る
た

め
に
取
り
組
む「
自
助
」、
国

や
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
取

り
組
む「
公
助
」、
地
域
や
身

近
に
い
る
人
同
士
で
取
り
組

む「
共
助
」の
連
携
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　
災
害
は
い
つ
起
き
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
災

害
に
備
え
て
防
災
対
策
を
行

い
、
身
の
回
り
に
ど
の
よ
う

な
危
険
が
お
よ
ぶ
の
か
家
族

や
友
達
、
近
所
の
人
た
ち
と

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　日ごろから非常時に持ち出すべきものをあらか
じめリュックサック等に詰めておき、いざという時
にすぐに持ち出せるよう準備しておきましょう。

□飲料水（５００㎖×２本程度）
□食料品（乾パン、缶詰、ビスケット、あめなど）
□貴重品（預金通帳、印かん、現金、健康保険証など）
□救急用品（常備薬、消毒液、ばんそうこうなど）
□衣類（下着、タオル、毛布など）
□その他（懐中電灯、携帯ラジオ、予備電池、マスク、
　　　　軍手、ヘルメット、防災ずきん、使い捨てカ
　　　　イロ、ウェットティッシュ、洗面用具、生理
　　　　用品など）、笛

※乳児のいるご家庭は、ミルク、紙おむつ、ほ乳びん
　なども用意しておきましょう。

家庭で
どのような“防災対策”を
すべきなのでしょう？

ワン！ダフルライフ
を過ごすために
一緒に考えよ！

ワン！！

０１
意外と忘れがちな常備薬！
避難時には必ず持っていこう！！

◁コタロウくん
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　町が配布している防
災マップは、大雨・洪水
や地震などの災害対策
や災害への備え、洪水
ハザードマップなどを
掲載しています。

　災害に備えて学校施設や公共施設等を避難所、避難場所に
指定しています。安全に避難するために、どこに、どの道を
通って避難すればよいか、安全な避難場所や避難経路、避難
方法を事前に確認しておくことが重要です。

■指定緊急避難場所
　災害が発生・発生す
る恐れがある場合に
その危険から逃れる
ための避難場所です。
▷中学校・中央公民館

◆自主避難所
　災害発生の恐れ
があり、一時的に
避難する場合は各
地区公民館や集会
所等になります。

■中学校

■中央公民館

▲指定避難所
　災害の危険性があり避難した住
民等が災害の危険性がなくなるま
で必要な間滞在できる施設。

施 設 名 洪水 地震
北小学校 ○ ○
西小学校 ○ ○
南小学校 ○ ○
こども園 ○
東住民センター ○
新多コミュニティセンター ○ ○
七福コミュニティセンター ○ ○
町民体育館 ○
児童体育館 ○
総合運動公園 ○
七福町民グラウンド ○
総合福祉センター ○ ○
県立小竹高等技術専門校 ○ ○

▲北小学校

▲西小学校

▲南小学校
▲こども園

▲東住民センター

▲新多コミュニティセンター

△▲
N▲七福コミュニティセンター

▲町民体育館
▲児童体育館

▲総合運動公園

▲七福町民グラウンド

▲総合福祉センター

▲県立小竹高等技術専門校

学校で防災訓練をして
防 災 マ ッ プ を も ら っ
たんだって！防災マッ
プって何かな？

　洪水ハザードマップを見ることでどの程度の浸水
の危険があるかを水害リスクを知ることができます。
その情報を踏まえ自宅でどのような備えが必要かを
考えましょう。一人ひとりが防災意識を高め、災害が
発生した時に適切な行動がとれるようにしておきま
しょう。

▽洪水ハザードマップ

０２
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小
竹
町
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
の

あ
る
人
な
ど
、
災
害
時
に
自
ら
避
難
す

る
こ
と
が
困
難
な
人
の
把
握
や
、
平
常

時
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
新
た
に
支
援
を
必
要
と

す
る
可
能
性
の
あ
る
皆
さ
ん
に
、
台
帳

登
録
の
意
思
や
身
の
回
り
の
状
況
な
ど

を
確
認
す
る
た
め
、
６
月
上
旬
に
登
録

用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
同
封
の
返
信
用
封
筒

で
返
送
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
回
登
録
用
紙
の
送
付
の
対
象
と
な

ら
な
い
人
で
も
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要

な
人
な
ど
登
録
を
希
望
す
る
人
は
、
役

場
総
務
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。も
し
も
の
時
に
備
え
、支
援
を
必

要
と
す
る
人
や
一
人
暮
ら
し
な
ど
で
日

常
の
見
守
り
が
必
要
な
高
齢
者
等
の
名

簿
作
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「避難行動要支援者台帳」への

登録にご協力をお願いします

～新たに対象者として可能性のある皆さんに
役場から文書を送付します～

問 総務課庶務管財係☎２・１２１２
福祉課☎２・１２１９

◆家族同士の安全確認方法は
　決まっていますか？
　家族が離れているときに避難をしなけ
ればならない場合があります。そのよう
な場合にお互いの安全を確認できるよ
う、日頃から安全確認方法や集合場所を
決めておきましょう。災害時の安否確認
のために次のインターネットサービスを
活用できるようにしておきましょう。

災害用伝言ダイヤル▷
　局番なしの「１７１｣ に電話をか
けると伝言を録音でき、自分の電話
番号を知っている家族などが、伝言
を再生できます。

災害用伝言板▷
　携帯電話からインターネットサー
ビスを使用して文字情報を登録し、
自分の電話番号を知っている家族な
どが情報を閲覧できます。

◆避難時は隣近所に声をかけて
　集団で行動を心がけましょう
　家族や地域の皆さんと実際に危険箇所
や避難ルートを徒歩や車で確認し、話し
合いをすることで、いざという時に安心
できます。

０３

何を話しているのかな？
氾濫・浸水する可能性のあ
る河川やくぼ地などがない
か…。あっ！散歩中も災害
時の安全確認をしているよ

事前に話し合おう

過
去
の
災
害
を
教
訓

と
し
て
、
将
来
発
生

す
る
災
害
に
備
え
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
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す
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せ
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も
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え
、支
援
を
必

要
と
す
る
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や
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な
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常
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対象者として可能性がある人
①自力で避難することが困難な昼間一人
　暮らしとなる高齢者および高齢者のみ
　の世帯
②自力で避難することが困難な障がいの
　ある人
③自力で避難することが困難な病気療養
　中の人
④要介護（要支援）認定を受けている人

※申請書に記載された情報については、町の関係課、
　消防本部、警察署、社会福祉協議会のほか、自主防
　災組織、自治会、消防団、避難支援者および民生委
　員児童委員に必要に応じて提供します。

●テレビで水位を確認する
▷地上デジタル放送から水位情報を入手でき
　ます。テレビの画面を表示させて、リモコン
　の『ｄボタン』を押すだけで、お近くの河川の
　水位情報を得ることができます。

●遠賀川防災情報
▷遠賀川流域の雨量の状況、
　河川の水位、河川画像など
　の情報をリアルタイムで
　提供しています。

http://www.qsr .ml i t .go. jp/onga/
mobile/

災害が発生したときは、テレ
ビ・ラジオ・インターネット等
で正確な情報を集めよう！

　早めの避難行動をとるために、大雨や台風な
どが接近しているときは、気象情報や付近を流
れる河川の水位や雨量の情報などに注意しま
しょう。災害発生のおそれがあるときは、気象
庁から洪水注意報や洪水警報などの情報が発
表されます。

町がお知らせする避難情報

　避難が必要と判断した場合、その緊急度に応じ
た避難情報を防災行政無線でお知らせします。
※防災行政無線の内容が聞き取りにくい場合は、
　電話（フリーダイヤル）で確認することができま
　すので、ご利用ください。
　☎０１２０・６１０・４１０/ ☎０１２０・４６４・６８３

危
険
度
大

　お年寄りや子どもを避難所に避難させましょ
う。避難準備を整え、防災行政無線、ラジオおよび
テレビの放送に注意しましょう。避難時には、食
糧、毛布、常備薬などの持参をお願いします。

避難準備・
高齢者等避難開始

災害時要援護者など特に避難
行動に時間を要する者が避難
行動を開始。人的被害の発生
する可能性が高まった状況。

　家族、近所で助け合いながら指定された避難
所にすみやかに避難を始めましょう。

避難勧告
通常の避難行動ができる者が避難
行動を開始。人的被害の発生する
可能性が明らかに高まった状況

　危険が間近に迫っています。一刻も早く避難
を完了してください。

避難指示
前兆現象の発生や切迫した状況か
ら人的被害の発生する危険性が非
常に高いと判断された状況。人的
被害が発生した状況。
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Town's topics

み ん な の ひ ろ ば
あなたの住む地域のイベントや
身近な話題などの情報を
広報で発信しませんか？

連絡先▶総務課情報人権係☎２・１２１２

◉トヨタ自動車九州スプリングフェスタ２０１９で町をＰＲしました！
　４月１４日、トヨタ自動車九州・宮田工場内で「ト
ヨタ自動車九州スプリングフェスタ２０１９」が開催
されました。各市町村の特産品ＰＲブースに『小竹
町観光まちづくり協会』が出展。特産品として、竹ス
ピーカーや小竹町のふるさと納税返礼品としても

人気の高いクロダマル
商品、御朱印帳、こたけ
珈琲を販売しました。約
６，０００人の来場者があ
り、多くの人たちに小竹
町のＰＲができました。

　５月８日、レクサス内装部品を専門とする九州小島
株式会社の製造部製造技術課 西村敬介さんが「平成
３１年度科学分野の文部科学大臣表彰」の創意工夫功
労者賞を受賞し、町長を表敬訪問しました。西村さん
はグループ内で話し合った改善点を活かし『自動塗装
ライン連動のインライン洗浄を考案』。塗装ラインと
連動させ自動で剥離洗浄することで作業工数を低減
させ、社内で剥離洗浄をすることで外注支払費用を大
幅に削減されました。このアイデアは、応募者２，５０３
名の中から優れた創意工夫により職域における技術
の改善向上に貢献したとして表彰されました。

◉科学技術分野の文部科学大臣表彰の創意工夫功労者表彰を受賞！

◉人権の花“ひまわり”を植え、人権啓発活動に取り組みました
　５月９日、南小学校２年生から４年生までの児童
が『人権の花運動』の啓発活動を開始しました。この
運動は人権の花“ひまわり”を育てることで生命の尊
さを実感し、豊かな心と思いやりの心を体得する目
的で行われています。この日は、人権擁護委員の皆さ
んが人権の大切さを教え、「自分がされて嫌なことを
人には絶対にしないように守ってね。」と呼びかけま
した。そして、校庭の花壇に、「大きくなーれ！大きく
なーれ！」と魔法をかけるようにひまわりの種を植
えました。これから３年生を中心にひまわりを育て
ると同時に、成長観察の学習をしていきます。
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◉運動の楽しさを感じ、夢や目標に向けてあきらめない心を学ぶ
　５月１０日、ギラヴァンツ北九州の学校訪問活動

「スクール☆ギラヴァンツ」が南小学校で行われま
した。４年生から６年生までの児童は、ディアロ粲

あきら

シルヴァーノ選手と野口航選手とサッカー体験学
習に取り組み、ボールを追いかけて体を動かす楽し
さを学びました。シルヴァーノ選手は「いろいろな
人の支えがあってプロ選手になれた。小さな事でも
親に感謝してほしい。」。野口選手は「何事も楽しむ
ことが一番大事。失敗してもあきらめずに夢や目標
に向かってすすめば失敗も経験も自分の財産にな
る。」と夢を叶える大切さを教えていただきました。

　５月１１日、宮若市・鞍手郡身体障害者福祉協会主
催の「はつらつ運動会」が小竹中学校で開催されま
した。今年で５２回目を迎え、障がい者の自主的な社
会参加の促進と参加者相互の親睦を深めることを
目的に開催されています。小竹町からは３３人（小竹
学園から１５人、夢・支援センターから１８人）の選手
が参加し、夢・支援センターに通所する中村萌華さ
んの選手宣誓により開会しました。８０名を超える
参加者はフライングディスクやボウリング、玉入れ
などの競技で盛り上がり、応援団の大きな声援が体
育館に響きわたりました。

◉第５２回はつらつ運動会が開催されました

◉チーム一丸で４時間を走り抜き、手をつなぎ笑顔でゴールをしました
5 月１２日、こたけボタカン実行委員会主催の「こたけ
ボタカン駅伝大会」が山の里自然農園（新多区）で開催さ
れました。町内有志の皆さんが町の地域おこしと活性
化の一環として企画・運営された本大会は４回目を迎
え、２２チーム（１８１名）がたすきをつなぎ、周回コース
(1 周１㎞）を４時間で何周走れるかを競い合いました。
今年は「いかすぜ！！小竹」チームが 3 連覇のかかった

「セブンパック」チームを抑え見事優勝。２２チームのす
べてがリタイアすることなくチーム一丸となってゴー
ルしました。約４割が町外からの参加であり、多くの人
と出会い、つながり、盛り上がった大会となりました。
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税の
小竹町における

滞納対策についてお話します。
問 税務住民課収納係☎２・１２１６

公 性平

◆ 

税
金
は
生
活
の
支
え

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
町
の
税

金
は
、
教
育
や
福
祉
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
町

の
大
切
な
財
源
で
す
。

　
税
金
の
滞
納
は
、町
の
財
政
を
圧
迫

し
、皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た

め
の
ま
ち
づ
く
り
に
支
障
を
き
た
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
滞
納
を
許
し
て
し
ま
う
と
、

納
期
限
内
に
納
付
し
て
い
る
皆
さ
ん

に
対
し
て
不
公
平
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
町
で
は
、
税
収
確
保

の
た
め
、
税
金
の
滞
納
者
に
対
し
て
、

財
産
の
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

◆ 

税
金
を
滞
納
す
る
と
…

　

納
期
限
ま
で
に
税
金
を
納
め
な

か
っ
た
場
合
、
延
滞
金
が
発
生
し
ま

す
。

　
滞
納
者
に
対
し
て
は
、ま
ず
督
促
状

を
発
送
し
ま
す
。督
促
状
を
発
送
し
た

日
か
ら
起
算
し
て
10
日
を
経
過
し
た

日
ま
で
に
完
納
し
な
か
っ
た
場
合
、地

方
税
法
に「
滞
納
者
の
財
産
を
差
し
押

さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、滞
納
者
の
す
べ
て
の
財

産
を
調
査（
預
貯
金
、
勤
務
先
へ
の
給

与
照
会
、生
命
保
険
、自
動
車
、土
地
や

建
物
な
ど
）し
、
差
し
押
さ
え
て
延
滞

金
等
を
含
め
た
滞
納
税
額
を
強
制
的

に
徴
収
し
ま
す
。

◆ 

生
活
状
況
が
変
わ
っ
た・・・

　 

ま
ず
は
納
税
相
談
を
！

　
病
気
、
失
業
、
事
業
の
廃
止
や
経
営

困
難
な
ど
、や
む
を
得
な
い
事
情
で
納

期
限
内
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
は
、税
務
住
民
課
収
納
係
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。収
入
状
況
等
を
聴
き
取
っ

た
上
で
、
分
割
納
付
計
画
を
立
て
ま

す
。

　
た
だ
し
、滞
納
と
な
っ
た
時
点
で
財

産
調
査
は
実
施
し
ま
す
。
分
割
納
付

は
、や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
税
金

を
納
期
限
ま
で
に
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
が
前
提
で
す
の
で
、調
査

に
よ
り
、
財
産
を
発
見
し
た
り
、
給
与

収
入
を
確
認
す
る
な
ど
し
て
、税
金
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
場
合
は
、差
押
え
な
ど
の

滞
納
処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
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県税事務所と連携し、収納業務を強化
　５月２０日、福岡県飯塚・直方県税事務所筑豊地区特別対策
班の職員４名に小竹町の職員として併任する辞令を交付し
ました。
　この制度は、平成２１年度から実施しており、県税事務所と
共同で滞納処分業務に従事し、本町の滞納の解消を図ること
を目的としています。本町では、前年度に引き続き、納期限内
に納付されたかたとの税の公平性を図るため、徴収業務を強
化し、滞納解消に努めていきます。

ご注意ください

－ 軽自動車税を車検前
    にしか納付しない人 －

　税金は、納期限までに納付する
ことになっています。軽自動車税
を車検前に一括して納付するつ
もりであっても、滞納中は、財産
調査（預貯金、給与、生命保険、自
動車、不動産など）を行い、財産を
発見した場合は、差押えを行いま
す。軽自動車も財産ですので、滞
納している場合、軽自動車を差し
押さえて公売し、滞納税に充てる
ことになります。

税金の滞納Ｑ＆Ａ
Ｑ 納め忘れて納期限が過ぎてしまい
　 ました。このまま放置しているとど
　 うなりますか。
Ａ 納期限を１日でも過ぎると滞納とな
　りますので、納期限の翌日から延滞金
　が加算されます。また、納期限後に督促
　状を送付します（督促手数料が加算され
　ます）。その後も納めなければ、財産（預
　貯金、給与、生命保険、自動車、土地や建
　物など）の差押えを行い、強制的に税金
　に充てます。

Ｑ 納税相談または税金を納めに行き 
　 たいのですが、忙しくて役場へ行け
　 ません。
Ａ 役場では、毎週木曜日、午後７時まで
　夜間窓口を開設しています。また、忙し
　くて金融機関等で税金を納めることが
　できない人は、口座振替のご利用をお
　勧めします。

◆ 

税
金
の
納
付
は

　 
口
座
振
替
が
お
す
す
め

　
納
付
に
つ
い
て
は
、自
動
的
に
指
定

の
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
る
口
座

振
替
が
便
利
で
す
。納
期
ご
と
に
金
融

機
関
で
納
め
る
手
間
が
省
け
、う
っ
か

り
忘
れ
る
事
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
、
小
竹

町
指
定
金
融
機
関（
福
岡
銀
行
、
西
日

本
シ
テ
ィ
銀
行
、福
岡
ひ
び
き
信
用
金

庫
、飯
塚
信
用
金
庫
、直
鞍
農
協
、ゆ
う

ち
ょ
銀
行
）ま
た
は
役
場
窓
口
で
行
え

ま
す
の
で
、通
帳
、通
帳
届
出
印
、納
税

通
知
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

滞
納
を
な
く
す
た
め
の

　 

取
り
組
み

　
本
町
で
は
、税
金
の
滞
納
を
解
消
す

る
た
め
、
国
税
徴
収
法
に
基
づ
き
、
徴

税
吏
員
が
滞
納
者
宅
に
強
制
的
に
踏

み
込
み
、差
し
押
さ
え
る
べ
き
財
産
を

探
す「
捜
索
」を
行
っ
て
い
ま
す
。捜
索

に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
財
産
が
家
電

製
品
や
物
品
、
自
動
車
の
場
合
は
、
公

売
会
な
ど
で
売
却
し
、税
に
充
て
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。現
金
を
発
見
し
た
場

合
も
、差
押
え
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

収
入
や
財
産
が
あ
る
の
に
税
金
を

納
め
な
い
滞
納
者
に
は
、毅き

然ぜ
ん

と
し
た

態
度
で
財
産
の
差
押
え
な
ど
の
滞
納

処
分
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、筑
豊
地
区
の
15
市
町
村
と
２

県
税
事
務
所
は
連
携
し
て
、税
金
滞
納

者
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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町長の動き

町 長 コ ラ ム

点

描
—４月２１日から５月２０日まで —

４月２３日 日本水道協会福岡県支部総会 ホテルニューガイア
オータムガーデン

４月２４日
天皇陛下御即位三十周年奉祝福岡
県民の集い

福岡国際会議場

４月２５日 全国水防管理団体連合通常総会 砂防会館別館

４月２６日

健康づくり推進会総会 保健センター
直方人権擁護委員協議会定期総会 直方いこいの村
宮若市外二町じん芥処理施設組合
正副組合長会

くらじクリーン
センター

４月２７日 小竹郷土研究会総会 中央公民館
５月６日 水神祭 小竹区

５月７日

庁議 中央公民館
県町村会理事会 県自治会館
直方・鞍手広域市町村圏事務組合関
係市町村会 直方市役所

５月８日 NPO 法人リトルバンブー活動報告会 町長室

５月９日
議会全員協議会 議場
九州地区道路利用者会議定時総会 大分市

５月１１日 宮若市・鞍手郡身体障がい者はつら
つ運動会 中学校

５月１２日 第４回こたけボタカン駅伝大会 山の里自然農園
５月１３日 防災対策会議 庁内会議室
５月１５日 全国道路利用者会議定時総会

砂防会館
５月１６日 命と暮らしを守る道作り全国大会
５月１８日 ボランティア連絡協議会総会 総合福祉センター

５月２０日

宮若市外二町じん芥処理施設組合
議会

くらじクリーン
センター

情報公開審査会および個人情報保
護審査会辞令交付 庁内会議室

県税職員の併任辞令交付 町長室

河ふ

ぐ豚
喰く

う
て
赤あ

か

間ま

宮ぐ
う

へ
と
足あ

し

が
向む

く

松
尾
　
治
子

忘わ
す

れ
る
夢ゆ

め

忘わ
す

れ
ぬ
夢ゆ

め

や
明あ

け

け
易や

す

し   

原
賀
　
靜
子

横あ
う

穴け
つ

の
多お

お

き
里さ

と

山や
ま

麦む
ぎ

の
秋あ

き
安
藤
つ
き
子

母は
は

の
日ひ

や
娘む

す
め

が
く
れ
た
半は

ん

ズ
ボ
ン

藤
井
セ
ツ
子

母お
も

屋や

ま
で
十

じ
ゅ
う

歩ほ

で
足た

り
る
根ね

深ぶ
か

汁じ
る

　

選
者
吟

小
竹
同
人
句
会

阿
部
天
風
　
選

俳句

　

春
の
や
さ
し
い
風
が
吹
き
抜
け
る
５
月
11
日
、
52

回
の
歴
史
を
刻
む「
宮
若
市
・
鞍
手
郡
身
体
障
が
い
者

は
つ
ら
つ
運
動
会
」が
小
竹
中
学
校
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
。「
元
号
が
令
和
に
変
わ
っ
て
初
め
て
の
は
つ

ら
つ
運
動
会
で
す
。
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
と
楽

し
く
交
流
を
深
め
な
が
ら
来
年
東
京
で
開
催
さ
れ
る

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
気
迫
に
負
け
な
い
よ
う
な
競
技

が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
阿
高
一
成
鞍
手

町身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
会
長
が
手
話
で
あ
い
さ

つ
。
こ
の
大
会
は
、
身
体
の
不
自
由
な
人
た
ち
が
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、健
康
を
保
ち
体
力
を
つ
け
、自
立

意
識
を
高
め
る
。そ
し
て
、参
加
者
お
互
い
の
親
睦
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
回

は
各
市
町
か
ら
90
人
の
選
手
が
参
加
し
て
15
種
目
に

挑
ん
だ
。
な
か
で
も
各
市
町
４
名
の
代
表
選
手
に
よ

る
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
や
各
団
体
20
名
で
競
っ
た

玉
入
れ
は
好
評
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
国
際
大

会
な
ど
で
車
椅
子
テ
ニ
ス
や
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
を

観
戦
し
て
い
る
と「
人
間
っ
て
す
ご
い
！
」と
理
屈
抜

き
で
感
動
す
る
。
共
生
社
会
を
め
ざ
す
上
で
課
題
と

な
る
の
は
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
だ
と
思
う
。
は
つ
ら

つ
運
動
会
の
競
技
の
中
で
も
す
ご
い
プ
レ
ー
が
続
出

し
喝
采
を
浴
び
た
。
そ
う
い
う
い
こ
と
が
心
の
壁
を

な
く
す
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
。
東
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
迫
っ
て
き
た
。
１
９
８
９
年
に
国
際
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
が
創
設
さ
れ
て
以
来
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
障
が
い
者
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
機
会
を
提

供
す
る
理
念「
機
会
均
等
の
完
全
参
加
」を
表
す
言
葉

と
な
り
、
世
界
最
高
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ

と
発
展
し
続
け
て
い
る
。楽
し
み
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
竹
町
長
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役 場 か ら の お 知 ら せ

問 …問い合わせ
  市外局番：０９４９６

　

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
に
関
す
る
施
策
の
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
推

進
に
関
し
必
要
な
事
項

お
よ
び
当
該
施
策
の
実

施
状
況
等
に
つ
い
て
、

調
査
審
議
す
る「
小
竹

町
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
」の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

●
募
集
人
数

２
人
以
内

●
応
募
資
格

⑴
町
内
在
住
で
、
20
歳

　

以
上（
平
成
31
年
４

　
月
１
日
現
在
）の
人

⑵
平
日
に
開
催
す
る
会

　
議
に
出
席
可
能
な
人
。

　

た
だ
し
、
次
に
掲
げ

　
る
人
を
除
き
ま
す
。

①
国
お
よ
び
地
方
公
共

　
団
体
の
議
会
の
議
員

②
常
勤
の
国
家
公
務
員

　
お
よ
び
地
方
公
務
員

⑶
子
ど
も
、
子
育
て
お

　

よ
び
子
育
て
支
援
に

　
関
心
の
あ
る
人

●
任
期

令
和
元
年
８
月
１
日

か
ら
令
和
３
年
７
月

31
日
ま
で

●
応
募
方
法

「
小
竹
町
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
委
員
応
募

用
紙
」に
小
論
文
を
添

え
て
、郵
便
ま
た
は
持

参
に
よ
り
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

⑴
四
百
字
詰
め
原
稿
用

　
紙（
A
４
サ
イ
ズ
）

⑵
パ
ソ
コ
ン
等
の
場
合

　

は
、
A
４
横
書
き
で

　

20
文
字
20
行
文
字
サ

　
イ
ズ
18
ポ
イ
ン
ト

●
小
論
文
の
テ
ー
マ

「
小
竹
町
に
お
け
る
こ

れ
か
ら
の
子
育
て
支

援
に
つ
い
て
」

●
募
集
期
間

６
月
１
日（
土
）か
ら

６
月
30
日（
日
）ま
で

●
提
出
方
法
・
提
出
先

郵
送
ま
た
は
持
参
に

よ
り
、福
祉
課
子
育
て

支
援
係
に
提
出
。

※
持
参
の
場
合
は
８
時

　

30
分
か
ら
17
時
15
分

　
ま
で（
土
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
当
日

　
消
印
有
効

●
選
考
結
果

７
月
中
に
本
人
宛
に

通
知
し
ま
す
。

※
活
動
・
応
募
内
容
等

　

の
詳
細
は
福
祉
課
子

　

育
て
支
援
係
に
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

遠賀川上流圏域河川整備計画策定に伴う
流域住民のご意見をお聞かせください

問 福岡県飯塚県土整備事務所災害事業班☎０９４８・２１・４９４１/ 建設課☎２・１９００

　

現
在
、
福
岡
県
飯
塚
県
土
整

備
事
務
所
で
は
、
小
竹
町
を
流

れ
る
庄
内
川
を
含
む
管
内
の
河

川
整
備
を
進
め
る
う
え
で
必
要

と
な
る「
河
川
整
備
計
画
」を
策

定
中
で
す
。「
河
川
整
備
計
画

（
原
案
）」を
読
ん
で
い
た
だ
き
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

●
閲
覧
お
よ
び

　

意
見
書
の
提
出
期
間

６
月
１
日（
土
）か
ら
６
月
30

日（
日
）ま
で

　

詳
し
く
は
、
福
岡
県
飯
塚

県
土
整
備
事
務
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（h

ttp
s://w

w
w

.
p

ref.fu
ku

o
ka

.lg
.jp

/
soshiki/4804606/)

を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
福
岡
県
飯
塚
県

土
整
備
事
務
所（
総
合
庁
舎
３

階
）災
害
事
業
班
に
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

　
「
河
川
整
備
計
画（
原
案
）」の

閲
覧
お
よ
び
意
見
書
の
提
出

は
、
小
竹
町
役
場
建
設
課
で
も

可
能
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
以
外
の
対
応

は
、
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

ま
で（
土
日
祝
日
を
除
く
）ま
で

で
す
。

小竹町子ども・子育て会議委員を募集します
問 福祉課子育て支援係☎２・１２１９
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役 場 か ら の お 知 ら せ
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介
護
業
務
に
従
事
し
よ

う
と
す
る
人
お
よ
び
従
事

し
て
い
る
人
を
対
象
に
、

介
護
職
員
初
任
者
研
修
を

開
催
し
ま
す
。

●
研
修
期
間

８
月
25
日（
日
）か
ら
２

月
16
日（
日
）ま
で
の
指

定
さ
れ
た
日
曜
日

（
全
25
回
）

●
会
場

飯
塚
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
他

●
募
集
定
員

３
名（
申
込
者
多
数
の

時
は
抽
選
）

●
受
講
料

２
万
円（
テ
キ
ス
ト
・
受

講
諸
経
費
等
）

●
締
め
切
り

７
月
26
日（
金
）

●
主
催

公
益
財
団
法
人
福
岡
県

市
町
村
振
興
協
会

●
研
修
実
施
機
関

麻
生
教
育
サ
ー
ビ
ス（
株
）

今月の納税
税金は納期限までに納めましょう

問 税務住民課収納係☎２・１２１６

　
振
替
日
は
毎
月
25
日（
振

替
日
が
休
日
の
場
合
は
翌

営
業
日
、12
月
お
よ
び
２
月

は
22
日
）で
す
。
自
動
的
に

指
定
の
口
座
か
ら
税
金
が

引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、納

め
忘
れ
の
心
配
が
あ
り
ま

せ
ん
。
手
続
き
は
、
町
指
定

金
融
機
関（
福
岡
銀
行
、
西

日
本
シ
テ
ィ
銀
行
、福
岡
ひ

び
き
信
用
金
庫
、
飯
塚
信

用
金
庫
、
直
鞍
農
協
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
）ま
た
は
税
務
住

民
課
窓
口
で
行
え
ま
す
。

集合税
- 町県民税・固定資産税・国民健康保険税 - 

納期限７月１日（月）

【口座振替日 ６月２５日（火）】

●
口
座
振
替
に
よ
る

   

納
税
に
つ
い
て

介護職員初任者研修の
受講者募集
問 福祉課高齢者福祉係☎２・１２１９

鞍手地区就学相談の
お知らせ

問 教育課学校教育係☎２・１９６１

　

鞍
手
地
区
就
学
相
談

委
員
会
で
は
、
特
別
支
援

学
校
や
特
別
支
援
学
級

な
ど
で
の
教
育
を
受
け

る
か
ど
う
か
考
え
て
い

る
保
護
者
を
対
象
に
、
次

の
と
お
り
就
学
相
談
を

行
い
ま
す
。

※
事
前
の
申
し
込
み
が

　
必
要
で
す
。

●
日
時

９
月
２
日（
月
）・
９
月

３
日（
火
）、
９
月
４
日

（
水
）、９
月
６
日（
金
）

▽
９
時
か
ら
17
時
ま
で

●
場
所

鞍
手
町
中
央
公
民
館

●
相
談
料

無
料

●
締
め
切
り

6
月
７
日（
金
）

有害鳥獣捕獲のお知らせ
問 農政環境課農業振興係

☎２・１１６７

　

農
作
物
等
へ
の
被
害
を

防
ぐ
た
め
、
銃
器
に
よ
る

ド
バ
ト
・
カ
ラ
ス
の
捕
獲

を
行
い
ま
す
の
で
、
事
故

防
止
の
た
め
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

期
間
は
次
の
と
お
り
で

す
。

●
期
間

▽
６
月
20
日（
木
）か
ら

　
８
月
20
日（
火
）ま
で

▽
日
の
出
か
ら

　
日
の
入
り
ま
で

●
場
所

新
多
地
区
お
よ
び
御
徳

地
区
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問 …問い合わせ
  市外局番：０９４９６

小竹町情報公開条例
運用状況について
問 総務課情報人権係☎２・１２１２

６月は「児童手当（特例給付）」の現況届提出月です！
問 福祉課子育て支援係☎２・１２１９

　

児
童
手
当
制
度
は
、
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
に

手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
り
、
家
庭
等
に
お
け
る

生
活
の
安
定
お
よ
び
、
次

代
の
社
会
を
担
う
児
童
の

健
や
か
な
成
長
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

中
学
校
修
了
前
ま
で
の

児
童
を
養
育
監
護
し
て
い

る
人
に
対
し
て
支
給
さ
れ

ま
す
。

●
現
況
届
に
つ
い
て

　

現
況
届
と
は
、
児
童
手

当（
特
例
給
付
）を
引
き
続

き
受
給
す
る
要
件
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　

現
況
届
に
令
和
元
年
６

月
１
日
現
在
の
状
況
を
記

入
・
押
印
し
、６
月
28
日
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

現
況
届
の
用
紙
は
６
月

上
旬
に
ご
自
宅
に
郵
送
し

ま
す
。

※
期
限
ま
で
に
現
況
届
の

　

提
出
が
な
い
場
合
は
、

　

６
月
分
以
降
の
児
童
手

　

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

　

り
ま
す
の
で
、
必
ず
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
印
か
ん

②
受
給
者
の
保
険
証（
※

　

児
童
の
保
険
証
で
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。）

③
別
居
監
護
申
立
書（
※

　

受
給
者
と
児
童
の
住
所

　
が
異
な
る
場
合
に
提
出
）

　

そ
の
他
、
個
々
の
状
況

に
よ
り
必
要
な
書
類
が
あ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
提
出
期
限

６
月
28
日（
金
）ま
で

●
提
出
先

福
祉
課
子
育
て
支
援
係

（
⑨
番
窓
口
）

●開示の請求件数、開示および非開示等の決定件数

機関別 請求 開示 部分
開示 不存在 非開示

町 長 ５１ ２２ １５ １３ １
議 会 ２ ２ ０ ０ ０

●実質開示率　　　　　９７．５％
●不服申立ての状況　　なし
●苦情申出の状況　　　なし
●情報公開審査会の開催状況

開催日 平成３０年５月２５日

内容
・実施機関における情報公開条例の運用
 状況の報告について
・その他

小竹町個人情報保護条例
運用状況について
問 総務課情報人権係☎２・１２１２

●開示の請求件数、開示および非開示等の決定件数

機関別 請求 開示 部分
開示 不存在 非開示

病 院 ４ ４ ０ ０ ０

●実質開示率　　　　　　　　　１００％

●訂正の請求件数、決定件数　　  なし

●利用停止等の請求件数、
　決定件数　　　　　　 　　　  なし

●異議申立ての内容および件数　なし

●事務の外部委託、目的外利用
　および外部提供の状況　　　　なし



1415 ひまわりだより 14

図書室新刊のお知らせ

中
央
公
民
館
だ
よ
り

▶開館時間　　８：３０〜１７：１５
▶問い合わせ　中央公民館 ☎２・０４５２

そして、バトンは渡された

著／瀬尾 まいこ
文藝春秋

　出口のない子育てに心が折れそ
うなとき、祈るような気持ちでわが
子を社会に送り出すとき、昔を振り
返って懐かしさに胸がしめつけられ
るとき、一番欲しかった答えが、ここ
にある。「卒母」を悔いなく迎えるた
めに。全国のおかあさんが涙した本
NO.１。

女の子が生きていくときに、
覚えていてほしいこと

著／西原理恵子
角川書店

　全国書店員が選んだいちば
ん！売りたい本。２０１９年本屋
大賞受賞。血の繋がらない親の
間をリレーされ、４回も名字が
変わった森宮優子、１７歳。だが、
彼女はいつも愛されていた。家
族よりも大切な家族。身近な人
が愛おしくなる、著者会心の感
動作。

　北軽井沢・浅間高原。「二十億光年
の孤独」以来、七十年、詩人は、ここ
にあって「空を読み　雲を歌い」つ
づけてきた。ひらすら光輝く大地ま
た生命、宇宙との交信の詩を綴って
きた。
１９４９年から２０１８年の最新作ま
で、詩人の「第二のふるさと」の作品
２９篇。

空を読み　雲を歌い

著／谷川 俊太郎
アーツアンドクラフツ

　

子
ど
も
た
ち
の
読
書
活

動
推
進
に
役
立
て
て
も
ら

え
れ
ば
と
、町
内
の
各
区
公

民
館
長
か
ら
図
書
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

４
月
末
に
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
た
小
竹
町
区

公
民
館
長
連
絡
協
議
会
の

中
で
、和
田
伸
一
会
長
か
ら

中
央
公
民
館
へ
13
冊
の
図

書
が
贈
呈
さ
れ
、現
在
は
図

書
閲
覧
室
で
貸
し
出
し
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。写
真

（
左
下
）に
掲
載
し
た
も
の

は
一
部
で
す
が
、ほ
か
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
図
書
が
寄
贈

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

中
央
公
民
館
図
書
閲
覧
室

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

各区公民館長から
図書の寄贈
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今月の健康行事
▶内容によっては事前に予約が必要なもの
　や対象者が限られる場合がありますので
　保健センターにお問い合わせください。
▶ウォーキングには、上靴・水筒・タオルを
　持参してください。

●予約・問い合わせ
　保健センター☎２・１８６４

６月
１７日（月）： ウォーキング教室

町民体育館
受付▷９時４５分〜１０時３０分

１８日（火）： １歳６か月児健診
保健センター
受付▷１２時４５分〜１３時３０分

１９日（水）：
特定健診・基本健診・
各種がん検診
保健センター
受付▷８時３０分〜１０時

２０日（木）： すくすく教室（離乳食教室）
保健センター
受付▷１３時１５分〜１３時３０分

２１日（金）： ウォーキング教室
町民体育館
受付▷９時４５分〜１０時３０分

２２日（土）：
特定健診・基本健診・
各種がん検診
保健センター
受付▷８時３０分〜１０時

２６日（水）： ウォーキング教室
町民体育館
受付▷９時４５分〜１０時３０分

７月
１日（月）： ウォーキング教室

町民体育館
受付▷９時４５分〜１０時３０分

４日（木）： 転倒予防教室（送迎あり）
保健センター
受付▷１３時〜１３時３０分

５日（金）： 生活習慣病予防教室（送迎あり）
保健センター
受付▷１３時〜１３時３０分

９日（火）： 乳児健診
保健センター
受付▷９時１５分〜９時４５分

季節を問わず起こる

食 中 毒
3 3 3

に 注 意 を ！ ！

　食中毒発生のピークは、高温多湿で細菌が繁殖しやすくなる夏
場です。しかし、最近では季節を問わず発生しています。食中毒予
防の三原則は「食中毒菌をつけない、増やさない、殺菌する」です。
食中毒と思ったら早めに医師の診察を受けましょう。

食
中
毒
は

ど
う
し
て
起
こ
る
？

　
食
中
毒
は
食
中
毒
の
原
因
菌
や
ウ

イ
ル
ス
が
つ
い
た
食
品
・
飲
料
水
や

ふ
ぐ
の
毒
、
毒
キ
ノ
コ
な
ど
の
体
に

有
毒
な
も
の
を
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り

す
る
こ
と
が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。

主
な
症
状
に
吐
き
気
や
お
う
吐
、
腹

痛
、
下
痢
な
ど
の
急
性
腸
炎
に
よ
る

症
状
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、ふ
ぐ

や
キ
ノ
コ
な
ど
の
自
然
毒
の
中
に
は

麻ま

痺ひ

な
ど
の
神
経
症
状
が
出
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
食
中
毒
を
引
き
起
こ

す
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
身
近
に
い
る

こ
と
を
忘
れ
ず
、
食
中
毒
を
防
ぐ
こ

と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆◇買い物のとき◇♦

・冷蔵・冷凍の必要な食品は  
 すぐに冷蔵庫（５℃以下）
 や冷凍庫（マイナス 15℃ 
 以下）に入れ、詰め込み過
 ぎないように７割ぐらい
 までにする。

・肉、魚、卵などを扱った後 
 せっけんで手をよく洗う。
・野菜、果物はよく洗う。
・冷凍食品の解凍は、冷蔵庫
 の中や電子レンジで行う。

・食事前に、せっけんで手
 を洗う。
・室温に放置せず、早く食
 べる。

・残った食品を温める時は
 十分に加熱する。
・臭いなどおかしい食品は
 食べずに捨てる。

☝ポイント

・魚、肉、野菜などの生鮮食 
 品は新鮮なものを選ぶ。
・冷蔵・冷凍食品は、最後に   
 買う。
・表示（消費期限など）のあ 
 る食品は必ず確認する。

◆◇保存するとき◇♦

◆◇食事するとき◇♦

◆◇残った食品を
　　　  取り扱うとき◇♦

◆◇料理の下準備をするとき◇♦

・包丁、まな板は、洗ったあ
 とに熱湯消毒する。
・十分に加熱（中心部７５℃  
 で１分間以上）する。
・調理食品は、室温に放置す
 ると細菌が付着・増殖する   
 ため必ず冷蔵庫に入れる。

◆◇調理するとき◇♦
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親子で

いろいろな体験を楽しみませんか？
令和元年度小竹町地域子育て支援センター行事予定をお知らせします。

日にち 行事予定 予約受付期間・備考

６月２１日（金）
みそづくり体験　（先着１５組）
講師　みそやのラボラトリィ
　　　安藤 久代氏

受付▷６月７日（金）～６月１４日（金）
※エプロン・三角巾・材料費１，０００円が　
必要です。

７月１０日（水）予定
※天候により
　変更あり

ブルーベリー摘み体験　（先着１０組）
場所　山の里自然農園（新多区）

受付▷６月２６日（水）～７月３日（水）
※入場料　大人５００円 / 子ども無料

８月２２日（木）
おはなしコンサート
～親子参加型コンサート～

受付▷８月１日（木）～８月８日（木）

９月１８日（水） 講演『応急手当てについて』 受付▷９月４日（水）～９月１１日（水）

１０月９日（水） ミニミニうんどうかい　（先着１５組） 受付▷９月２５日（水）～１０月２日（水）

１１月２１日（木）
講演『おとなのおはなし会』
～音楽と語り～

受付▷１１月７日（木）～１１月１４日（木）
※託児を利用する人は予約時に申し込み
　ください。

１２月１９日（木）

クリスマス会＆
クリスマスフォト　（先着１０組）
　クリスマスバージョンでかわいい写真を撮り
　ましょう。そして、親子でわらべうた遊びを楽
　しみましょう。

受付▷１２月５日（木）～１２月１２日（木）
※おやつ代２００円が必要です。

１月１６日（木）
スクラップブッキング　（先着１０組）
講師　里口 美恵氏
　オリジナルフォトブックを作りましょう

受付▷１２月２０日（金）～１２月２７日（金）
※材料費２００円が必要です。

２月２０日（木）予定
親子体操　（先着１０組）

講師　久家 祐介氏
受付▷２月６日（木）～２月１３日（木）

３月５日（木） お別れパーティー
『サンドイッチ作り』　（先着１０組）

受付▷２月１９日（水）～２月２６日（水）
※材料費３００円が必要です。

▷すべての行事時間は、１０時から１１時３０分までです。
▷予約・問い合わせ先：小竹町地域子育て支援センター（小竹こども園内）☎２・０１８７
▷日程の変更がある場合もありますので、ご了承ください。

−タンセ援支て育子
園もどこ竹小 と

域地 報情このけた

∇∇∇



今月の

 一戸一美
☆ 南良津地区にあるお

　宅の横を通ると、バラ

　など色とりどりの花

　の植木が飾られてい

　ました。その美しさに

　心が癒やされます。

＊『一戸一美運動』は、通りから見える玄関や塀、庭、窓などに « 美しい »« 心温まる »« 感動する » ものを飾ろうという運動です！

　ココだけオンリーワン『一戸一美

運動』を町内全域で取り組んでいま

す。きれいな花や趣味・特技を活か

した作品を飾って、小竹町を文化の

香る美しい町にしましょう。

17 ひまわりだより

暮らしの情報
小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談

日
時　

６
月
14
日（
金
）▽
12
時
か

　
ら
13
時
ま
で
受
付
、13
時
開
始

場
所　
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問 

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

 

☎
２・２
０
２
８

く
ら
し
・
し
ご
と
・
家
計

困
り
ご
と
相
談
室

　

生
活
に
困
り
ご
と
や
不
安
な
ど

を
抱
え
て
い
る
人
の
た
め
に
、自
立

に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　
町
内
に
在
住
の
人

日
時　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

　

▽
９
時
30
分
か
ら
17
時
30
分
ま

　
で（
祝
日
も
開
所
）

場
所　

福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事

　
務
所

◉
相
談
無
料
・
予
約
制
・
秘
密
厳
守

◉
町
役
場
・
ご
自
宅
で
も
相
談
可
能

問 

福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
務
所

　

 

☎
０
９
３・２
０
３・１
６
３
０

ひ
き
こ
も
り
相
談
会

日
時　
７
月
11
日（
木
）・
９
月
12
日

　
（
木
）・
11
月
14
日（
木
）・
令
和
２

　

年
１
月
９
日（
木
）▽
受
付
13
時

　
か
ら
、相
談
13
時
30
分
か
ら

場
所　

飯
塚
総
合
庁
舎
２
階
福
祉

　
会
議
室

対
象
者　

当
事
者
が
主
催
保
健
所

　
管
内
に
お
住
ま
い
の
人

内
容　

個
別
相
談
１
組
あ
た
り
90

　
分（
問
診
含
む
）

ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

香
月
大
輔
医
師

　
（
九
州
大
学
病
院
子
ど
も
の
こ
こ

　
ろ
の
診
療
部
）・
四
戸
智
昭
先
生

　
（
福
岡
県
立
大
学
）、児
玉
光
司
先

　
生（
元
当
事
者
）

問 

（
申
し
込
み
先
）県
嘉
穂
・
鞍
手

　

  

保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

 

☎
０
９
４
８・２
１・４
８
７
５

心
の
相
談
電
話

　
精
神
障
が
い
の
あ
る
家
族
を
、家

族
だ
け
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

同
じ
よ
う
に
悩
み
、い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
経
験
し
て
き
た
家
族
・
相
談
員

が
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

対
象
者　

心
の
病（
統
合
失
調
症
、

　
う
つ
病
、
発
達
障
が
い
な
ど
）を

　
も
つ
人
の
ご
家
族

相
談
時
間　
【
平
日
】13
時
か
ら
16

　
時
ま
で

相
談
日
・
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

【
県
内
全
域
】水
曜
日（
第
４
以
外
）

・毎
木
曜
日
▽

☎
０
８
０・３
９
８
６・１
９
８
０

【
北
九
州
・
筑
豊
地
区
】毎
金
曜
日
▽

☎
０
８
０・４
２
７
９・２
９
７
０

※
面
談
ご
希
望
の
人
は
予
約
を
お

　
願
い
し
ま
す
。

※
秘
密
は
守
り
ま
す
。
地
域
の
福
祉

　
情
報
提
供
も
行
い
ま
す
。

問 （
公
社
）福
岡
県
精
神
保
健
福
祉 

　

 

会
連
合
会

　

 

☎
０
９
2・２
9
２・０
５
６
０

あ
な
た
と
歩
む
、司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

　

相
続
や
会
社
設
立
な
ど
の
登
記

相
談
、
借
金
な
ど
の
多
重
債
務
問

題
、
悪
質
商
法
な
ど
の
消
費
者
問

題
、
成
年
後
見
な
ど
、
身
近
な
法
律

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
司
法
書
士
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

６
月
15
日（
土
）▽
10
時
か

　
ら
13
時
ま
で

場
所　
小
竹
町
中
央
公
民
館

申
込
受
付

☎
０
９
４
７・４
４・２
５
３
０　

受
付
期
間
　
６
月
３
日（
月
）か
ら

　
６
月
14
日（
金
）ま
で（
土
日
除
く
）

受
付
時
間　

10
時
か
ら
16
時
ま
で

問 

福
岡
県
司
法
書
士
会
筑
豊
相
談

　

 

セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
９
４
７・４
４・２
５
３
０

相
談

－道路上に穴（ポットホール）を見つけたらご一報ください！！－
問 役場建設課☎０９４９６・２・１９００／Mail：kensetu@town.kotake.lg.jp
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毎週木曜日は
窓口業務を午後７時まで
延長しています
▷祝日は除きます
▷業務内容によっては、
　当日処理ができない
　場合があります

のおがた警察署　街頭犯罪だより

暮らしの情報

ー メール配信を登録すれば、注意報・警報があなたの携帯電話に自動で送られてくる！！ ー

防災メール「まもるくん」　　http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp/

直方警察署　☎０９４９−２２−０１１０　/　http://www.police.pref.fukuoka.jp

ポ
イ
ン
ト
方
式

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
住
宅　
県
内
に
所
在
す
る
県
営

　
住
宅（
募
集
対
象
団
地
、
募
集
戸

　

数
等
詳
細
に
つ
い
て
は
募
集
案

　
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

募
集
案
内
書
配
布
・
申
込
受
付

期
間　

６
月
26
日（
水
）か
ら
７
月

　
４
日（
木
）ま
で

募
集
案
内
書
配
布
場
所　

県
住
宅

　
供
給
公
社
、
公
社
管
理
事
務
所
、

　
公
社
管
理
事
務
所
出
張
所
、県
県

　
営
住
宅
課
、県
内
の
各
役
所
お
よ

　
び
町
村
役
場
、各
地
区
県
民
情
報

　
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

問 

県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管

　

 

理
部

　

 

☎
０
９
２・７
８
１・８
０
２
９

２
０
１
９
年

税
務
職
員（
高
等
学
校
卒
業

程
度
）募
集

受
験
資
格　

平
成
31
年
４
月
１
日

　

に
お
い
て
高
等
学
校
ま
た
は
中

　

等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の

　

翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経

　

過
し
て
い
な
い
者
お
よ
び
令
和

　

２
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま

　

た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す

　
る
見
込
み
の
者

受
付
期
間　

６
月
17
日（
月
）９
時

　

か
ら
６
月
26
日（
水
）ま
で
受
信

　
有
効

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用

ア
ド
レ
ス
▽

http://w
w

w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

一
次
試
験
日　
9
月
１
日（
日
）

問 

直
方
税
務
署
総
務
課

　
 

☎
０
９
４
９・２
２・０
８
８
０

　

 
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課

 　
試
験
研
修
係

 　
☎
０
９
２・４
１
１・０
０
３
１

　
（
内
線
２
４
３
１
）

令
和
元
年
度

福
岡
県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

試
験
日　
10
月
13
日（
日
）

試
験
会
場　

①
福
岡
大
学
②
九
州

　
国
際
大
学　
※
予
定

受
講
申
込
書
に
つ
い
て

配
布
時
期　

７
月
２
日（
火
）ま
で

配
布
場
所　

県
の
各
保
健
福
祉（
環

　
境
）事
務
所
、
県
庁
高
齢
者
地
域

　
包
括
ケ
ア
推
進
課（
２
階
）、各
市

　
町
村
介
護
保
険
担
当
課
な
ど

申
込
期
間　

６
月
３
日（
月
）か
ら

　
７
月
２
日（
火
）ま
で
消
印
有
効

問 

公
益
社
団
法
人
福
岡
県
介
護
支

　

 

援
専
門
員
協
会

　

 

☎
０
９
２・４
３
１・４
５
９
０

２
０
１
９
年
度

自
衛
官
採
用
試
験

●
第
２
回
自
衛
官
候
補
生

　
（
任
期
制
自
衛
官
）

資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳

　
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
間　
６
月
21
日（
金
）ま
で

試
験
期
日　
７
月
６
日（
土
）・
７
月

　
７
日（
日
）

場
所　
陸
上
自
衛
隊
小
倉
駐
屯
地

問 

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

　

 

飯
塚
地
域
事
務
所

 　
☎
０
９
４
８・２
２・４
８
４
７

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用

労
働
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

～
正
社
員
と
非
正
規
社
員
の
間
の

不
合
理
な
待
遇
差
を
な
く
そ
う
～

２
０
２
０
年
４
月
１
日
施
行

（
中
小
企
業
の
場
合
は

２
０
２
１
年
４
月
１
日
）

《
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
》

①
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

　
者
・
有
期
雇
用
労
働
者
と
の
間
で

　
基
本
給
、賞
与
な
ど
あ
ら
ゆ
る
待

　

遇
に
つ
い
て
不
合
理
な
待
遇
差

　

を
設
け
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま

　
す
。

②
事
業
主
は
、パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

　
者
・
有
期
雇
用
労
働
者
か
ら
正
社

　

員
と
の
待
遇
差
の
内
容
や
理
由

　

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ら
れ
た

　
場
合
、説
明
す
る
義
務
が
課
さ
れ

　
ま
す
。

③
行
政
に
よ
る
事
業
主
へ
の
助
言
・

　

指
導
等
や
裁
判
外
紛
争
解
決
手

　
続
き
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

問 

福
岡
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等

　

  

部
指
導
課

 　
☎
０
９
2・４
１
１・４
８
９
４

狩
猟
免
許
試
験
お
よ
び

狩
猟
者
講
習（
免
許
更
新
）

の
実
施

●
狩
猟
免
許
試
験
に
つ
い
て

実
施
日　
７
月
25
日（
木
）

会
場　
飯
塚
市
庄
内
交
流
セ
ン
タ
ー

申
請
期
間　
７
月
12
日（
金
）ま
で

●
狩
猟
者
講
習
に
つ
い
て

実
施
日　
７
月
10
日（
水
）

会
場　
飯
塚
市
庄
内
交
流
セ
ン
タ
ー

申
請
期
間　
6
月
28
日（
金
）ま
で

お
知
ら
せ

募
集

■管内街頭犯罪発生状況
４月中 ４月末まで
件数 件数 前年比

オートバイ盗 1 件  4 件 ＋ 1 件
自転車盗 8 件 　30 件 ＋ 11 件
空き巣 4 件  11 件 － 16 件
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人の動き　　　月末現在 ごみの量　　月末現在 交通事故の発生件数
月末現在・（　）は前年同月比

garbage of fefuse-derived fuelpopulat ion a traffic accident

ちょっと待って！悪質商法かも！？　一人で悩まず、消費生活センターにお早めにご相談ください。

直鞍広域消費生活センター　☎０９４９・２５・２１６２

■人　口 7,666人
男性 3,663 人 女性 4,003 人
出生 2 人 死亡 9 人
転入 26 人 転出 43 人

■世帯数 3,886世帯

  170,700kg （前月比 + 10,430 kg）

ごみの減量と資源回収にご協力お願いします
資源回収事業として、紙類・衣類は資源回収団体
の皆さんが役場前で回収（月１回）しています。

▶回収日 ６月１6 日（日）９時から１２時まで

　４月中 ４月末累計
発生件数 4 件（± 0 ） 13 件（+ 3 ）

死者数 0 人（± 0 ） 0 人（± 0 ）

傷者数 5 人（－ 2 ） 18 人（+ 5 ）

4 4
4

愛
の
と
も
し
び

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

■
香
典
返
し

故　
塔
野　
修 

様（
新
山
崎
区
）

遺
族　
塔
野　
恭
子  

様

故　
岡
村　
と
し
子 

様（
新
多
区
）

遺
族　
岡
村　
卓
信  

様

■
一
般
寄
付

　
　
小
竹
郵
便
局
Ｏ
Ｂ
会
一
同

※
４
月
１
日
か
ら
４
月
30
日
ま
で
に
寄
附
し

て
い
た
だ
い
た
か
た
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問 
福
岡
県
飯
塚
農
林
事
務
所

　

 
☎
０
９
４
８・２
１・４
９
５
３

平
成
筑
豊
鉄
道
か
ら
の

お
知
ら
せ

●
ち
く
ま
る
キ
ッ
プ
で

　

温
泉
に
行
こ
う
！

　

一
日
乗
り
放
題
千
円
の「
ち
く

ま
る
キ
ッ
プ
」を「
源
じ
い
の
森
温

泉
」・「
日
王
の
湯
」・「
ふ
じ
湯
の
里
」

で
提
示
す
る
と
温
泉
に
無
料
で
入

湯
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
ち
く

ま
る
キ
ッ
プ
」を
利
用
し
て
沿
線
を

散
策
し
、
い
ず
れ
か
の
温
泉
で
ご

ゆ
っ
く
り
と
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

●
ガ
イ
ド
と
巡
る

　
「
へ
い
ち
く
ウ
ォ
ー
ク
」！
開
催

　

へ
い
ち
く
沿
線
の
史
跡
や
見
ど

こ
ろ
を
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞
き
な

が
ら
、
ゆ
っ
く
り
、
の
ん
び
り
歩
い

て
、地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
せ

ん
か
。
参
加
は
無
料
で
す
が
、
電
話

に
よ
る
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

開
催
日　

６
月
16
日（
日
）

集
合
場
所　

柿
下
温
泉
口
駅（
田
川

　

郡
香
春
町
大
字
柿
下
１
０
３
４

　
－
２
）

集
合
時
間　

10
時

コ
ー
ス　

柿
下
温
泉
口
駅
→
山
頭

　

火
遊
歩
道
→
鶴
岡
八
幡
神
社
→

　
勾
金
駅

開
催
日　

７
月
21
日（
日
）

集
合
場
所　

赤
池
駅（
田
川
郡
福
智

　
町
赤
池
２
９
８
－
９
）

集
合
時
間　

10
時
10
分

コ
ー
ス　

赤
池
駅
→
宮
本
武
蔵
の

　
碑
→
金
見
鉄
道
跡
→
金
田
駅

問 
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成
筑
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鉄
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式
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☎
０
９
４
７・２
２・１
０
０
０

広報こたけ・ホームページに
広告を掲載しませんか？

広 告
 ☆
募 集

【掲載料】　※１か月あたり
広 告 媒 体 規 格 料 金

広報こたけ
上下４３㎜×左右１８２㎜ ６，０００円
上下４３㎜×左右８８㎜ ３，０００円

町ホームページ 上下６０ピクセル×
左右２１０ピクセル ３，０００円

＊詳しくは町ホームページをご覧ください。

共に考え行動しよう！
～私たちがつくる　私たちのまち～

　皆さんは「小竹町地域福祉計画」をご存知ですか？
子ども・子育て、高齢者や障がい者等に関わる福祉施
策計画は、来年度に内容を見直し、新たに策定する予
定です。超少子高齢化や地域住民の関係性の希薄化な
どによるさまざまな問題は、公的なサービスだけでは
解決できない新たな課題となっています。住民、社会
福祉事業従事者と行政が一体となり ､ 互いの考えや
意見を尊重しながら自由に意見を出し合い、これから
の「地域福祉」について考えてみませんか？

●日時　６月２３日（日）１０時から１２時まで
●場所　中央公民館大研修室
●講師　福岡県立大学准教授　村山 浩一郎氏
●対象者　・地域福祉に関心のある人
　　　　  ・福祉関連施設の運営者や施設に勤務
　　　　　している人など
●参加方法　役場福祉課窓口（⑨番）、電話また
　　　　　　はメールにて、６月２０日（木）まで
　　　　　　申し込みください。

●申し込み先　福祉課一般福祉係☎２・１２１９
　　　　　メール：fukusi@town.kotake.lg.jp

●この学習会は、小竹町とＮＰＯ法人リトルバ
　ンブーとの共催で実施します。
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日 月 火 水 木 金 土
１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９

３０

令和元年５月２０日現在
  ● ● ６月の「こたけ創造舎」イベント スケジュール　● ●

 お試し居住体験

小
竹
駅

●小竹町役場

遠
賀
川

200

小竹局入口

セブンイレブン

こたけ創造舎

★

◆イベント申し込み先・問い合わせ
　こたけ創造舎▶☎０８０・９２４５・７８３７

写真教室▶美術協会写真部　☎０９０・８３９８・９４７４（中村）
洋裁教室▶講師：新川美佐子　☎０８０・５２０９・２２４１
EST（英語勉強会）▶主催：吉田麻由美　☎０９０・４９８０・５９８６
クラフトバンド教室▶主催：案西綾子　☎０９０・５９４８・６７８１
ゆるヨガ教室▶講師：小磯稜子　☎０９０・８６６１・３０４３
編み物教室▶講師：立川富美子　☎０９０・３６６５・６７８６
彩りアーティストで愛展▶主催：新川美佐子　☎０８０・５２０９・２２４１
パステルアート教室▶講師：花田みき　☎０９０・２０８４・７８６０
和服でお茶を飲もう▶講師：梶原扶美江　☎０９０・１０８７・１６６８

こたけ創造舎▷勝野３３０４番地

問まちづくり推進課
　 ☎０９４９６・２・１２１４
　 ＦＡＸ:０９４９６・２・１１４０
　 ｍａｉｌ：kikaku@town.kotake.lg.jp

20
◆防災行政無線の放送が
　聞き取りにくい場合には…

　電話（フリーダイヤル）で確認ができます！
▶☎０１２０・６１０・４１０／☎０１２０・４６４・６８３

町立病院事務局
☎２・０２８２

町立病院
✿

伝言板

 洋裁教室（別館）

▷１０時～１３時

 EST（英語勉強会）
▷１０時～１２時

糖
尿
病
・
栄
養
教
室
は
お
休
み
で
す

 写真教室
▷１９時～２１時

 洋裁教室（別館）

▷１０時～１３時

 ゆるヨガ
▷１８時３０分～
　２０時３０分

 洋裁教室（別館）
▷１０時～１３時

夜間および時間外の救急診療を行います

【６月】  ３日（月） 　内科：町立病院　外科：西尾病院
           ７日（金） 　内科：町立病院　外科：ゆたか中央病院
        １２日（水） 　内科：町立病院　外科：西尾病院
        １５日（土） 　内科：町立病院　外科：直方病院
        １８日（火） 　内科：町立病院　外科：ゆたか中央病院
        ２１日（金） 　内科：町立病院　外科：くらて病院
        ２７日（木） 　内科：町立病院　外科：西尾病院

６月の

６/８（土）・６/２２（土）

『産直市』を開催します！
～出品者も募集中です～

 彩りアーティスト
 で愛展
▷１０時～１６時

 お試し居住体験 お試し居住体験 お試し居住体験

 お試し居住体験 お試し居住体験 お試し居住体験

 洋裁教室（別館）

▷１０時～１３時

 クラフトバンド
 教室
▷１０時～１2 時

 洋裁教室（別館）
▷１０時～１３時
 編み物教室
▷１３時～１６時

 写真教室
▷１０時～１２時

 クラフトバンド
 教室
▷１３時～１５時

 パステルアート
 教室
▷９時～１３時

 編み物教室
▷１３時～１６時

 和服で
 お茶を飲もう
▷１９時３０分～
　 ２１時３０分

 EST（英語勉強会）
▷１０時～１２時
 住民参加型
 ワークショップ
▷１5 時～１7 時

 住民参加型
 ワークショップ
▷１5 時～１7 時

【お知らせ】小竹駅西口側周辺の利活用について考える
　　　　　ワークショップの参加者追加募集します。
第１回：観光・商業　６月２５日（火）１５時～１７時
第２回：住まい・移住　６月２６日（水）１５時～１７時

参加希望者は６月２０日（木）までに電話、ＦＡＸ、メールにてお申込みください。

 パステルアート
 教室
▷９時～１３時


